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新たな所得連動返還型奨学金制度の創設について（素案）

9％

現行制度

新制度

14,400円

○新所得連動返還型

○定額返還型
返還月額

【円】

年収
（所得）【万円】

返還月額
【円】

無利子奨学金から先行的に導入
有利子奨学金については、無利子奨学金の運用状況を
見つつ、将来的に導入を検討

年収
（所得）【万円】

3,000
～

2,000
返還月額
の下限

年収
（所得）【万円】

返還月額
【円】

返還のモデルケースとして、無利子奨学金の私立自
宅生の貸与額（貸与総額259.2万円、貸与月額5.4万
円、貸与期間48月）を設定

15.6年で返還完了

初任給281万円、毎
年度平均17.9万円
ベースアップの場合

最終返還月額
21,800円

※ 奨学金の申込み時に、家計支持者（保護者等）の
年収が300万円以下の場合は、返還猶予の期間制限なし

【現行の所得連動返還型無利子奨学金制度による措置】
→ 新制度においても引き続き適用

学生は、申込み時に
返還方法を選択

本人の年収が300万円
以下の場合、申請により

返還猶予が可能
（通算10年 ※）

本人の年収が300万円
以下の場合、申請により

返還猶予が可能
（通算10年 ※）

本人の年収が300万円
以下の場合、申請により

返還猶予が可能
（通算10年 ※）
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